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国民健康保険料について（お願い） 

 大寒の候、貴職におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

 宇治市長からの諮問をうけ、２０１８年度の国民健康保険の運営につきまして、活発なご

協議をされていることに感謝申し上げます。 

 

 ご承知のとおり、本年度の宇治市の国民健康保険料は、４０代夫婦子ども２人の４人家族

で４００万円の給与収入がある場合、５１万８，３９０円の保険料で、年間収入の約１３％

が国民健康保険の保険料となっています。高すぎる保険料は支払いの限界を超えています。 

 京都府が国民健康保険の広域化に際して示している標準保険料率と比べても、宇治市の平

等割が１０，７３５万円も高いなど、低所得者ほど宇治市の保険料は高い設定です。 

 

 一方で、国民健康保険事業会計は２００９年より９年連続の黒字となります。２０１７年

度の決算見込みでは７億６，５１７万円の収支黒字が示されており、大幅な黒字決算が見込

まれます。また、２０１６年度決算は８億３，１１１万円と近年で最大の黒字となりました。 

 基金残高も２０１６年度では８億０，７２５万円となっており、９年連続の黒字決算のも

とで、２０１７年度決算においても多額の基金残高が想定されます。 

 宇治市が昨年の国民健康保険運営協議会に報告した２０１６年度の決算見込みは５億３，

６１４万円の黒字でしたが、実際の決算では８億３，１１１万円の黒字でした。市当局は実

際の決算よりも決算見込みを下方に示した報告を毎年繰り返しており、今年度も７億６，５

１７万円の黒字の決算見込みよりも、実際の決算では多い黒字額となることが想定されます。 

 さらに、市当局は保険給付費が増加しているとしていましたが、昨年度に続いて、２０１

７年度の療養給付費の推移も、前年度より減少する見込みを示しています。 

 

 また、宇治市は他市が保険料負担の軽減のためにおこなっている国民健康保険事業会計へ

の一般会計からの「法定外繰入」をおこなっていません。保険料負担の軽減のための一般会

計からの「法定外繰入」をおこなうべきです。 

 同時に、国民健康保険の広域化にともない、国の仮係数に基づく標準保険料率が示されて

います。それに基づき各市町村を標準化し、来年度の保険料を京都府が試算した結果、一人

当たりの宇治市の保険料は１０万１３８９円となり、２０１６年度の決算（１０万２，３８

３円）と比べて９９％となっています。 

  

 これらのことを御考察の上、国民健康保険運営協議会におかれましては、国民健康保険料

の引き下げの「答申」をしていただきますように、お願いを申し上げます。 


